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ヘッドライン　化学の力で歴史を読む
　歴史的建造物や美術品等においては，その成立年代を推定する上で，あらゆる文献との照
合と併せて，科学的な手法を取り入れることが増えてきている。今回の記事では，教科書で
も取り上げられる放射線年代測定法や，歴史的資料（史料）の真贋論争に見られる，特定の時
代での存在可能性を探る成分分析など，考古学，歴史学の世界で利用されている分析手法に
スポットを当ててご紹介したい。
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次号ヘッドライン 生徒の印象に残る化学実験 8テーマ

　北里大学の学祖である北里柴三郎は，1914 年東京・白金に北里研究所を創立し
ました。その北里研究所の創立 50 周年を記念して，1962 年北里大学が創設され，
現在では 7つの学部および 7つの大学院研究科よりなる生命科学系総合大学として
発展，学祖の遺訓である「開拓」「報恩」「叡智と実践」「不撓不屈」を建学の精神
に教育・研究活動を展開しています。写真は相模原キャンパスにある S号館（理
学部・理学研究科棟）で，物理，化学，生物科学の学部 3学科，分子科学，生物科
学の大学院 2専攻 合計約 1000 名の学生が学んでいます。

表紙の言葉　北里大学相模原キャンパス S号館


